


【青森県】 
  立ち上げたが活動はしていない 
  8年前にアンケートをとっただけ 
 
【茨城県】 
 20年ほど前に発足 
 親睦会、ＭＭＧ講習会・ピンクリボン活
動の協賛・手話講習会など 

 5年ごとにアンケート調査 
 



【香川県】 
 20年ほど前に発足、当初予算はなし 

 
 技師会から予算（２万円）がついて16
年、年1回の勉強会・親睦会が多かった 
 

 技師会のイベントで女性の会に応援依頼
受付、アナウンス、骨密度測定担当、パネ
ル作成など 

 



【熊本県】 
 女性の会はない 
 技師会会長が女性技師ということもあり、 
 熊本県技師会は実質“女性の会” 
 
【山形県】 
 県技師会長から実施の要請があり予算
（10万円）がついた…1泊2日で研修会開
催 

 10年ほど前に解散 
 



【石川県】 
 約30年ほど前に発足 
  
 年１回茶話会・食事会などを開催、近年
は研修会（ＭＭＧや読影など）が主 



技師会会員になると同時に女性の会の会員
となる（香川県・茨城県） 

→嫌な人もいる 
 



目的 
女性技師のスキル向上 

 
当時女性技師が少なく、研修会への女性の
参加が少なかったことから、懇親によって
参加しやすくなるように 
 

親睦 
 
 

 



診療所など規模の小さな医療機関では男女
の差別があった 
 

お茶くみや掃除は女性に 
 
技師長から、産休育休をとるのは困る…
（自分の妻は当たり前だけど…） 
 



 
女性の会が必要かアンケートをとった（回収
率約60%）結果、必要ないという意見が多
かったため、解散の方向に（茨城県） 
 

アンケートの結果、１票差で“存続”となっ
た（香川県）…存続希望は小規模病院 
 

女性の会の研修会のアンケートでは、開催を
希望（石川県） 

 →女性の会の方が気軽に参加できる 
 研修会にコーヒーブレイクを設定したところ、懇親が深まった 

 
 



香川県では 
 女性の会ができることは何かと考え 
 ⇒近年、市民公開講座で乳がん検診啓蒙
イベントを実施、今年は高松市の予算が付
き開催予定 

 
→継続してイベント等を実施することで
“女性技師”の認知度が高まる 



本当の“男女平等“とは、お互いを認め
合って仕事をすること 
 

性別を問わず、出来る人はたくさんいる。 
 …女性技師の方が多い…？ 
 

 



最近は、特に若い女性（技師に限らず）集
まって何かをすることを好まない 
 

今さら、会を増やして忙しくなるのは嫌 
 

家族を大事にしたいので休日などにイベン
トがあると困る 



女性の会開催について男性はどう思ってい
るのか？…愚痴の言い合い？ 

 ⇒愚痴は言わないようにしている 
 
男性技師の「女性技師の会」に対するアン
ケートをとってみたい 
 

女性の会を発足・継続して欲しいとの意見
は男性技師 
 



産休育休問題は技師会全体で考えて欲しい 
 …近年は社会的に女性だけの問題ではな
くなっている 

 
人材バンクを設立（石川県） 
 …現状は、産休育休の代替要員の派遣ニーズにあった事例はない 
 
 
 

 
 



女性にできるイベント（ピンクリボン活動；
香川県 他 など）を開催し、広く一般に女
性技師の存在をＰＲ 

 女性特有な疾患に対して女性の会が活動して
いきたい 
 
 

今後、女性技師が増えることで、産休育休の
取得が容易になると思われる 
 

それぞれの地域で人材バンクの設立が必要 



否定も肯定もできない 
 

当初の目的～親睦をはかる～は達成、又は必要なく
なった 
 

これからの目的は… 
 女性技師の認知度向上：一般・男性技師 
 さらなるスキルＵＰ 
 ネットワーク・コミニュケーションづくり 
 ⇒日放技女性の会を利用したい 
 
今回のデータをＨｐに公開して欲しい 
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